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概要　分娩誘発を行 う前に ， 妊娠37週 か ら41週 ま で の 妊婦200名に 対 し
， 超音波診 断法 に よ り胎児腹部の

縦径お よ び横径を測 定 し，生下時体重 との 相 関性 を 求 め ，次 の よ うな 結果 を得た．

　1）　そ の 相関性を求 め る前に ，分娩後 6時間 か ら12時間 ま で に ， 出産児 の 大横径，頭囲，胸 囲 ， 腹眠

坐高を 実測 し
， 出産児体重 と の 相関性 を 求 め た ．そ の 結果，大横径 O．66， 頭 囲0．71，胸囲0．85，腹囲O．8ユ，

坐高O．66の 相関係数を示 し
， 胸囲，腹囲 の 順 に 高 く，大横径は最低値を示 した ．

2） 超音波診断法 に よ り，胎児の 頭部，H匈部 ， 腹部，頭殿長 を測定し た が ， 超音波壱こ よ つ て描 き出さ

れ る 像 の 大 きさ ， 鮮 明度な どを考慮に 入 れ る と，胸部，頭澱長 は 不適当と思われ る．こ れ に 反し て ， 頭

部大横径，腹囲 の 縦径及 び 横径 は，そ の 測定が，比較的容易 で ある．

　3） 胎児の 頭部大横径は
， 測定 は 容易で あり ， 実測値 との 誤差 も謹少で ある が

， 生下時体重 との 相関

係数 は 0．62と低か つ た。腹部縦径 お よ び横径の 測定は ， 軟部組織 の た め測定 し に くい 点もあ る が，check

point を正確 に 行え ば，比較的容易 で あ り，出生時体重 との 相関 係数も非常に 高 くO．87で あつ た．

　以上 の 結果，臨床上 出生児の 体重 の 推定 に は胎児の 縦径 お よ び横径 を測定する 方法 が，現在 で は よ り

よ い 方法 と思われ る
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2001〕regnant 　women 　from　37th　to　e；lst　weeks 　of 　pregnancy 　before　the　start 　of 　the　birth　for　the　study 〔｝f　the
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　　　　　　　　　 緒 　　言

　 計画分娩 で 分娩 日を決定す る場合 ， 胎児 の 発育

度を知 る こ とは ，重要 で あ る．児体重を 推定す る

こ と は
， 児の 体外生活 へ の 可能性が予知出来，分

娩管理上 極め て 大切な こ とで ある．

　 児体重 を推測す る方法 と して ，妊婦 の 子宮底長 ，

腹囲 値に よ り推測 す る方法 11）12＞
， また 最近で は，超

音波診断 に よる胎児大横径を測定 し
5＞10）

， その 値よ

り出 産児 の 体重を推測する 方法 が主 に と られ て い

るが ， 更 に 心臓の 体積， 胸部 7）
， 腹em1）6）9），大腿骨

な どを測定 し ， 大横径 と組み合せ 児体重を推測す

る方法 もと られ て い る．一般 に 妊婦 の 子宮底長 ，

腹囲な ど の 外測 の み で は
， 胎児発育度 の 評価は 不

充分 であ り， また超音波診断 に よ る児大横径 の 測

定 の 場合 も， 児体重 と の相関係数が比較的低 く，

不 充分 と思われ る。そ の 他の 方法 も， 測定その も

の に 問題点が多 く測定誤差が大 きくな り， また 複

雑化して い て ，簡便か つ 正確性 に 欠けて い る もの

が多 く，
い まだ に満足で きる方法が確立 されて い

な い．

　われ わ れ は，分娩前胎児体重推測値 と ， 出産児

体重実測値の 誤差を よ り少な くす るた め ，分娩誘

発を行 う前 に
， 超音波診断法 に よ り， 胎児の 各部

位 を測定 した d そ の 中で 胎児の 腹部 の 縦径お よ び

横径の 測定が，相関係数が一
番良 く，その 値が 0．87

で 標準誤差 が164gとい う良い 結果が 得 られ た の

で 報告す る．

　　　　　　　　　研 究対 象

　1） 出産児 の 各部位 の実測値に よ る対象症例

妊娠 37週 か ら41週 ま で の 妊婦か ら生 まれた 児 200
名 を対象 とし出産後 6 時間 か ら12時間ま で に 児 の

各部位を測定 した．た だし多胎妊婦 の 出産児は 除

外した ．

　2）　超音波 に よ り胎児各部位を測定した対象症

例

　妊娠 37週 か ら41週 ま で の 分娩誘発目的で 入院 し

た 妊婦 215名 を対象 とした．多胎妊娠は 除外 した ．

測定施行 日は ，分娩前 日また は
， 前 々 日 とし胎児

の 各部位を測定 し た 。

　　　　　　　　　測定方法

　 1）　出産児 の 体各部位の 測定方法

　測定誤差を少な くす るた め，測定者を 1人 に 限

定 し ， 同じ個所を 2 回 な い し 3回測定 し そ の 平均

値を求め た 、

　2） 超 音波 に よ る胎児各部位 の 測定法

　ア ロ か 120−AX 手動走査型 225MeHz
， また ア

ロ カ 202， 250X 電子 走査型 3．5MeHz を用 い て 胎

児 の 各部位を 測定 し た 。

　　　　　　　　　研究成績

　　A 。　出産児 の 各部位の 実測値 と体 重 と の 関

係

　超音波診断法に よ り， 胎児の 各部位を測定 し ，

出産児の 予測値を 求め る前 に
， 出産児の 各部位 を

実測 し ， 児体重 との 棺関性を検 討 し た。出産児200

名 に つ い て ， 分娩後 6 時間か ら12時間 の 間に 1）大
横径 2）頭囲 ， 3）胸囲，4）腹囲 ， 5）坐高を実測 し ，

その 回帰式を求め た．

体 取 gl

図 1　生下 時 体 重 と 大横径 との 相闘図

大 蜘 径
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　1）　実測大横径 と生下時体重 （図 1 ）

　生下時体重 と大横径 との 関係を 示 した 図 で ，
x

軸に 大横径， y 軸 に 体重 を示 した ．そ の 回 帰式は

y ＝ 81．44x− 4309．02で 相関係 数は 0．66 で あ り，

標準誤差は 276．38gで あつ た 。

　2）　実測頭囲 と生下時体重 （図 2 ）

　生下時体重 と頭囲 との 関係を示 し た図で ある。

大横径の 揚合 よ り良い 相関関係が得られ た 。そ の

回 帰式は y 二 245．04x − 5214．91で あ り相 関係数は

0．71で ， 標準誤差は ，254．32gで あつ た ．

　 3）　実測胸囲 と生下時体重 （図 3）

　生下時体重 と胸囲 との 関係 を示 し た 図で ある。

各部位 の 実計測中 で
一

番高 い 相 関係数が得 られ

た ．測定法は 安静呼気 時に 乳頭上で計測 し た 。そ

の 回帰式 は y　・ ＝ 199．48x − 3286．44 で
， 相関係数は

0．85で あ り， 標準誤差 も，他部位 との 値 と比較し

て ，最小で あ り，
195．38gで あ っ た 。

　4） 実測腹囲 と生 ド時体重 （図 4 ）

　生下時体重 と腹囲 と の 関係を示 し た 図で 測定法

は 胸囲 と同様に 施行し ， 臍上 で 計測 した．回帰式

は y ＝160．92x− 1727．64 で あ り相 関 係数 は 0．81

で ，標準誤差 は 213．65gで あつ た ．

　 5） 実測坐高 と生下 時体重 （図 5 ）

図 2　生 下 時 体重 と頭囲 と の 相関図

頭 囲

体重 19｝

図 3　 生下時体重 と胸囲 との 相 関 図 tt

体齟 gl

図 4　生 下時体重 と腹囲 との 相関図

胸 囲

26　　　27　　　！8　　　29　　　30　　　31　　　32　．　 33　　　35　〔cm 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 腹 圏

　生下 時体重 と坐高 との 関係を示 した 図 で あ る．

回 帰 式 は y ＝221．09x− 4177．26 で 相 関係 数 は

0，66，標準誤差は 250．42g で あつ た ．

　Be 超音波診断法 に よる胎 児各部位 の 測定 の

比較検討

　 a ） 頭部

　  　大横径 （図 6， 7）

　大脳 力 v （falx＝midline ）が確認 され ， 左右対
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　 図 5　生下 時体重 と坐 高 と の 相関 図
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図 6

。

3
旻　

cm

　畆
　↓

B・P・D ：biparietal　diameter　（大横待…＞

M 　　： midline （大脳 カ マ ）

丁　　　： third　ventricle 　（第 3躍畄室 ）

図 7

M ：midline

T ：the　third　ventricle

称の 第 3脳室 （the　third　ventricle ）が写 し 出 され

た 時の最大横径 が大横径値 として測定 され る．超

33

音波で は
， 胎児 の 大横径が一

番測定 しやす い ．出

生児 の 実測大横径値 と超音波 に よ る大横径値を比

較検討 し た が
， 両 者の i誤差 は 85％が 1nlm 以内で

あ り， 3mm 以上 の 誤差は 皆無に 近か つ た ．以上 の

如 く大横径 は正確に 判定出来 るが ， 体重 との 相関

係数が低 い の が難点で ある 。

　   　頭囲

　 実測値で は，頭囲値 と児体重値 とは比較的高 い

相関係数を示 した が ， 出産間近 の 児頭は そ の 方向

が一
定せ ず前後周囲径を超音波で 正確に写 し出す

こ とは
， 極 め て 困難 で あ る．周 囲そ の もの を測定

す る の も誤差が生 じ易 く， 超音波に よ る頭囲測定

値 に よ る方法 は
， 実施の 面か らみ て 不 適当 と思わ

れ る。

　 b） 胸 部

　胸囲は
， 娩 出後の 実測値 で は 出産児体重 との 相

関係数は 一
番高い 数値を示 した、 しか し超音波に

よ る胸部の 映像は
， 上腕部 と胸廓が一

体 となつ て

境 界線が 不 明瞭 とな り， 又 小 さ な肋 骨 が false
echo を作 りだ し， 境界線 を不 明瞭 とする．頭部 の

如く正確 な標点 とな る個所が な く ， 実施の 面 か ら

み て超音波に よ る胸部測定値に よ る方法は
， 不 適

当 と思わ れ る．

　c ）　H夏浙三（図 8 ， 　9 ）

　腹囲は，娩 出後 の 実測値で は
， 胸囲 に次い で 腹

囲値 と児体重値 と相関係数は，高 い 値を示 した。

安静呼気時に 実測 した が
， 腹式呼 吸を し て い る新

生児の 腹囲測定 et−一定せ ず ， 誤差が 生 じやすい 。

しか し結果 と し て O．81と い う相関係数を 得た こ と

は
， 胸囲 との 相関係数 と同等，また は それ以上に

評価 し て も差 しつ か えない よ うに 思わ れ る．

図 8

廴 ： Iiviv（肝 臓 ）

鵠　： umbieical 》ein （艚静脈）

Sp ： spine 　（脊 柱）

St ： stomach （胃｝
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図 9

U ：umbilical 　vein

Sp ：spine

　腹部 の 超音波計測 は ， 胎児の 脊柱 （spine ）と大

動脈 （aorta ）を 図10の 如 く確認 し，縦軸を定め ，

そ れに直角 に 腹部を 横断 させ ， 図 9 の 如く臍静脈

（umblical 　vein ）を確認 する。 こ の 横断面に は ， 胎

児の 肝臓 胃の
一郡 ，また脊柱 が 石寉認 出来る．

　母体羊水中 の 胎児は
，

一一般 に 腹部の 前後径 が腹

幅よ りも 1 〜 2cm 大 きい の が特徴であ る．胎 児の

腹部は ， 軟部組織で あ る の に もか か わ らず ， 超音

波映像で は 境界線が比較的明瞭で あ る の で 測定は

容易で ある。

　超音波 に よる腹部映像 で ，腹囲そ の もの を測定

する こ と は 可能で あ る が誤差が 生 じ易い e 今鳳

腹部 の （縦径 十横径）X1 ！2を測定値 とし て 児の 体

重 との 相関性を検討 した。

　 d） 坐高

　超音波 に よる胎児の 坐高は
， 分娩間近で は 児が

大 ぎす ぎ，
且 つ 胎児 の 屈曲度 も

一．・
定せず ， 更に 出

産児 の 実測値 に お い て も生下 時体重 と坐高 と の 相

関係数 も低か つ た ，超音波に よ る 坐高測走値 よ り

の 児体重測定は ，不適当 と思わ れ る。

　 以上 の 成績を 総括判断 し，超音波に よる診断で

簡潔，且 つ 測定条件 の 良好 の も の を選定する と，

（D 胎児 の 大横径 と，（2）胎児腹部 の 縦径及 び横

図 10

A ： a ⊂）rta

S ：spine

径の 2 つ で ある e 故に こ れ らの 値 と生下時体重 と

の 相関関係 を検討 した 。

　C。 生下時 の 体重 と超音波 測定値 と の 相関関

係

　1）　超音波計測 に よ る 胎児大横径 と生
一
ド時体重

（図 11）・

　超音波計測 に よ る胎児の大横径 と生下 時体重 と

の 関係を 図 11に 示 した 。

　x 軸に 大横径値 ，
y 軸に 体重を示 し，大横径は

cm ， 体重は g で 単位 を示 した e

　大横径値 OX　9．Ocm か ら 9．5cm の 間 に 集中 し，体

図 11

　 図

｛s重（gl

超 音 波計測に よ る 生下時体重 と大横径 との 相関

y 諡460・26X− 1靨99・42

大 櫃 径
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図12 生 下 時体重 と超音波腹部 （縦径 十横径 ）× 1／2と

　 の 相関図

体重【野｝

4eDO

3500

3DOO

2500

腹部（縦径 ・ 幽 ・去

（cm ］

重は 2800g か ら 3400gに集中 した ．

　超音波 に よ る 推測 値 の 1 次 回 帰 式 は ， y ＝

460．20x− 119．42で ，相関係数は 0．62で あつ た ．標

準誤差は
， 273．37gで あつ た．

　 2） 超音波計測 に よ る胎児腹部の 縦径お よ び横

径 と生下時体重 （図 12）

　超音波に よる腹部計測は ，腹部 が軟部組織で あ

る た め に ， 輪郭が児頭大横径ほ ど明瞭で な く， 測

定する 際，やや困難 な点があるが ， check 　pointを

正確 にすれ ば，実際は 簡便且 つ 正確 な方法で あ る，

　今回 は 測定を簡便にす る た め に （縦径＋横径）×

1／2値 と生下時体重 と の相 関関係を求め た．

　結果は 図12の 如 くで あつ た。単位 は大横径値 と

同様で ，
x 軸に （縦径 ＋横径）× 1／2，

　 y 軸に 体重

とした．超音波 に よ る推測値の
一

次回帰式 ex　y　＝＝

654．15x− 3473．27で
， 相 関係数は 0，87， 標準誤差

は 164．499で あつ た．

　　　　　　　　　考　　案

　超音波診断は
， 胎児に影響な く安全 に 実施 で き

る こ とか ら ， 胎児管理 上 欠 くこ との で きな い 検査

法 となつ て い る．特に 分娩誘発の 場合，分娩時期

を決定す る際， 児体重の 予測は 必 要 な こ とで ある．

　従来大横径 で 児体重が予測され ， 小林
2）
に よれ

黒 田 他 35

ば大横径 9．  cm 以上 は
， 児体重が 2500g 以上 とみ

な されて きた e 今回 の われわ れ の 計測で は 9．Ocm

以上の 例で も 2500g以下 の も の も数例あ り，大横

径 9．Ocm 以 下 の 例 で 3800gの 例 もあつ た．

　注意す べ ぎこ とは
， 小林

3）
，
Hobbins　et　al．s）に

よれ ば ， IUGR な どと い わ れ て い る胎児は，児頭 が

躯幹に 比 較 し大 ぎい し ， Murata　et　a1．1°｝ に よれ

ば，糖尿病 の 妊婦か ら娩出 し た 児は
， 逆な こ とが

多い 。

　また胎児大横径 は
， 小林

4 ）
， Campbell　et　aL5 ）に

よれば
， 30週前後か ら分娩満期 に近づ くに つ れて ，

そ の伸 び率が 横ぽ い 状態に な り，児体重 と の 相関

係数を低 くして い る もの と思わ れ る．

　そ の よ うな 児の 特徴を考 える と ， 胎児大横径か

ら児 の 発育を推測す る こ とは
， 可能で は あるが ，

誤差 も大 ぎい の で 参考 と しか な り得 な い 。な お

Campbeil　et　al．5 ）
に よれ ば ， 大横径の 場合，超音

波計測値 と実計測 値 の 差 は 0〜2mm と言わ れ て

い るが
， 今回 の成績も同様で あつ た。

　
一

方，腹部 の超音波測定は軟部組織 の た め に ，

腹部 の 横断面 が明瞭 で な い こ ともあ り慎重に行 う

必要は あるが
， check 　point を正確 に 行 えぽ ， 比較

的容易 に 測定で きる，

　出産児の 腹部の 実測値に よ る 場合 ， 測定時間を

娩出後 6 時聞か ら12時間 の 間に 行 つ た た め ， 胎児

呼吸運動 ， 胎便排泄 に よ る腹部 の 変化で ， 超音波

計測値に 比較 して ， 実測値は
，
1〜2cm 小 さか つ た

が
， 腹部計測値 と生下 時体重 との 根関は 良く，超

音波計測 に お い て 腹部（縦径十横径）Xl ／2値が9．5
cm 以上あれ ば，児体重が 2500g以上 と考 えて もよ

い 。

　特 に 小林
4）

， Campbell　et　aL5 ＞ に よれ ば，胎児

大横径 に 比較し て
， 腹部 の 発育は妊娠後半 にめ ざ

ま し く，成熟児の 特徴か らみ て も， 腹部 は 体重 と

密接な関係が ある こ とを示 して い る．

　胸部 は
， 実計測で は 最も高い 相関が得 られ ， 体

重推定 の利用が望まれ る が
， 実施面 で胸部映像は

，

悪条件が重 な り， 計測 困難 なこ とが 多い こ とを考

え る と
， 臨床上 体重の 推定に は腹部計測が最適 と

思わ れ るe
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　　　　　　　　　　結　　論

　超音波に よ り，胎児腹 部を測定 し ，
か な り高 い

相関係数が得られ た。臨床上出産児体重推定 に は
，

腹部 の 縦径 お よび横径の 測定値 に よ る方法が
， 現

在で は よ り良 い 方法 と考 えて い る。し か し，超音

波 で 種 々 の 計測法が検討 され て お り，計測法の
一．・・

定化 に ，よ り正確か つ 簡便な体重推定が望 まれ ，

更に 検討 した い と思 う。

　擱筆す る に あた り， 出産児の 各部位 の 実 測 を して い た だ

い た 防衛医科大学校病院産科島松陽子助 産 婦 に 深 謝 致 し ま

す．

　本 論 文 の 一部 は 第20回 ，21回 母子 衛生 学会で 発表 し た ，

　　　　　　　　　文　　献

L 今 井 史 郎，池 沢 孝夫，竹村　晃，倉智敬
一，：胎児

　 体重 に 関す る
一

考察，産科 と婦人科，15 ：34
，

　 1978，

2．小 林 充 尚 ：産婦 人 科領域 に お け る 超音波診 断

　 （HI） 妊娠 後半期 の 産科的応 用．産 婦 人 科 治療 ，

　 18　：687，　1969．

3．小 林充 尚 ：子 宮発育遅延 と超音波診断法．周産 期

　 医学 6， 8 ：799，1976．

4．小 林充尚 ：超音波検査 よ りみ た胎 児発 育機序．日

　 産婦誌，2911265， 1977。

5．CamPbett，　S．　and 　Nezvman ，　G．　B．’　Growth　of

　 the　fetal　biparietal　 diameter　during　normal

　 pregnancy ．　J，　Obstet．　Gynaecol．　Br．　Commow ．
，

　 78 ： 513，1971．

6．CamPbelL　S．　 and 　 VVilkin．　D ．’ UltraSQnic

　 measurement 　of 　fetal　abdomen 　circumference

　 ｛nthe 　 estimination 　 of 　 fetai　 weight ．　 Br．　 J．

　 Obstet．　GynecoL，82： 689，1975．

7，ffiggenbotion，ム Slater．− Po 漉 ち G，　 and 　 eVhit−

　 field，　 C．R ．　tt£ stimation 　of　fetal　weight 　from

　　しlltrasonic
．measurement 　 of 　 trunk　 circumfere −

　　nce ．　Br，　J．　Obstet　GynecoL，125 二 962，1976．

8．Ho ろbins，」．　C、　and 　BerkOtvits，　R．ム ’Ultrasoni・

　　graphy 　ln　the　diagnosis　of 　intranterine　growth

　　retardation ．　 Clin．　 Obstet．　 Gynecol．，20 ： 957，

　 　1977．

9，Ke α｝Viey．　K ，　 Vigveeron，　N ．，　F ）ischman ，　P．　and

　 ／bhnson，　J．　W ．　C．： Fetal　weight 　estimatiDn 　by

　　ultrasonic 　measurement 　of 　abdominal 　circum ・

　　ference．　Obstet．　Gynecol．，51：156，1978．

1 ．Mttrata，　 y．　artd　Martin，（］．　B ： Growth 　of　the

　　biparietal　diameter　of 　the　fetal　in　diabetic

　　pregnancy ．　Arn．」．　Obstet．　Gynecol．，115 ： 252，

　 　1973．

11．Aiiswander，　 K ．1〜．，　 GaPmro ，　 V．／．　 and 　Van

　　Co 召捌 伽 gJ 〜，f，， Estimation　of 　birth　weight 　by

　　quantif …ed　external 　 uterine 　 measurelnents ，

　　Obstet，　Gynecol．，36 ；294，1970．

12．　Ong ．　H ．　C．　and 　Sen，1） K ．：Clinical　estimation

　　of　fetal　weight ，　Am ．エ Obstet．　Gyneco1 ．，112 ；

　　887， 三972，

13．vaarsof．　S．ゐ．，　Go加 ∫P．，　Berkowitg，　R ．五．　and

　　H ∂bbins’，　f，　C．， The 　estimation 　of 　fetal　weight

　　by　computer −assisted 　 analysis ，　Am 　J．　Obstet

　　Gynecol．，127 ： 881，1977．

　　　　　　　　　　 （No ，4929 昭 56 。7 ，4受付）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


